
JRAT 活動報告書 

都道府県 千葉県 報告者 
後藤 達也 

Tel: 043-291-1831 / Mail: tatsuya.gotou(at)chiba-reha.jp 

団体名称／ 

参加団体 
千葉県災害リハビリテーション支援関連団体協議会（千葉 JRAT） 

実施内容 ☐ 組織化・連携の動き ☐ 研修会実施  訓練等実施 ☐ その他 

実施日 2020/10/23（日） 実施場所 大網白里アリーナ・大網白里市立増穂北小学校 

概要 

第 43 回九都県市合同防災訓練 参加報告概要 

１．防災訓練目的（第 43 回九都県市合同防災訓練 実施計画書より） 

本訓練は、県や市、各防災機関が連携した救出救助や、自主防災組織を中心とした避難所運営などの

実践的な訓練のほか、減災への備えや発災時の心得などを啓発する場を設け、自助・共助・公助の相互の繋

がりを強化し、地域の防災力を向上することを目的とする。 

 

２．九都県市合同防災訓練の千葉 JRAT 参加概要 

(1)活動日時： 2022 年 10 月 23 日（日）9:00～14:00  

(2)活動場所： 

    
① 避難所運営訓練・応急給食訓練 他：市立増穂北小学校 

② 防災フェア・災害ボランティアセンター設置運営訓練 他：大網白里アリーナ 

③ ライフライン等応急復旧訓練・救出救助実動訓練：白里海岸市営駐車場 

④ 津波避難訓練・孤立避難者救助訓練：津波避難ビル･津波避難タワー、津

波避難築山 他 

⑤ 応急救護所等設置運営訓練：市立大網病院、山武郡市広域行政組合

消防本部南消防署 

（物資輸送訓練：千葉市、大網白里市 他） 

（多数遺体取扱訓練：勝浦市（予定）） 

（石油コンビナート等防災訓練：ENEOS（株）市川油槽所） 

※囲み文字：千葉 JRAT が参加した訓練 

(3)参加訓練： ① 避難所運営訓練：大網白里市・市民による避難所運営に対して助言、

DWAT との連携の上での避難所アセスメント 

② 防災フェア：団体紹介、2016 年熊本地震、2019 年台風 15 号での活動

の紹介、災害リハクイズなどのパネル展示 

(4)参加者： 合計 7 名 

【職種別】 看護師 1, 理学療法士 3, 作業療法士 2, 言語聴覚士 1 

【所属別】 理学療法士会 1, 作業療法士会 1, 言語聴覚士会 1,  

広域支援センター1, 事務局 4（うち 1 名理学療法士会と兼任） 

 

2022年 10月 27日 
公開可 ☐公開不可 



 

３．活動時の写真 

千葉 JRAT 参加スタッフ 県知事への説明 防災フェア千葉 JRAT ブース 

避難所運営訓練における 

DWAT とのミーティング 

地域住民に対する災害リハや

JRAT の活動の説明 

避難所運営委員や DWAT への

車いす介助の実践指導 
 

所感 

今年度は３年ぶりの九都県市合同防災訓練への参加となった。今年度も避難所運営訓練と防災フェア

に参加し、地域住民や行政関係者、他団体に対して啓発を行えた。また、避難所運営訓練では DWAT

との連携の上、活動をすることができ、発災時における他団体との連携の重要性を再確認できた。 

今後の課題 他の市町村への JRAT の啓発 

今後の活動予定 県担当課とともに発災時マニュアルの修正 

事務局への 

要望等 
 

 


